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游文舎企画展野外篇

夏の庭2022

主催／文学と美術のライブラリー Tel.0257-32-1238 游文舎

7月31日（日）～8月14日（日）

7月31日（日）

8月7日（日）

2022年

会期中無休
10：00～17：00 8月7日（日）は20：00まで

井上　智子

猪爪　彦一

荻野　弘一

霜鳥　健二

杉崎　那朗

関根　哲男

たかはし藤水

田端　優子

茅原登喜子

丹羽　洋子

深澤三枝子

星野　健司

遊 観 遊 音

参 　加　 者

イベント

〒945-0011 新潟県柏崎市松波2丁目7-4

地 図

会場／霜田邸 庭園

15：00～
16：00～
16：30～

16：30～
18：30～
19：30～

アーティストトーク
コンテンポラリーダンス（丹羽洋子）
即興（遊観遊音）

即興（遊観遊音）
即興（遊観遊音）
コンテンポラリーダンス（丹羽洋子）

小雨決行

「夏の庭」展は連年開催で、3回目を迎えます。游
文舎館内で行われる展覧会の野外バージョンの
位置づけですが、スケールが大きくなるのは勿論
のこと、天候や景観の影響は想像以上のものがあ
ります。さらに目には見えないけれども、歴史や風
土は、見る人の記憶と相まって、作品と場と人とを
有機的につないでくれるようです。一方で、作品が
全て同一空間で一望できるので、作品同士が対峙
し、協奏し合うのも魅力です。今年も設置型作品
やパフォーマンスなど、この会場ならではの多彩
な参加者を得て、新たな記憶を刻みます。どうぞ、
ご一緒にお楽しみ下さい。



猪爪　彦一 Inotsume HIKOICHI

1951年 新潟市生まれ、行動美術協会会員
新潟県美術家連盟副理事長、県展運営委員

荻野　弘一 Ogino KOUICHI

2012年 Schoodic International Sculpture Symposium（アメリカ）
2018年 銀の馬車道 日本遺産記念プロジェクト（兵庫県）
2021年 Sculpture Rocks’Exhibition（オーストラリア シドニー）

霜鳥　健二 Shimotori KENJI

1955年 南魚沼市生まれ、燕市在住
2000年 越後妻有「大地の芸術祭」参加　～2022年（7回）
2001年 弥彦・野外アート展参加　～2019年（10回）
2009年 水と土の芸術祭参加

たかはし藤水 Takahashi TOUSUI

1995年 第77回いけばな草月展新人賞、1997年以降毎年個展開催
2017年 横浜BankART「新いけばな主義」第1回公募展
2019年 東京城南島ArtFactory「新いけばな主義」第2回公募展
　　　 川越市蔵通り第6回「蔵と現代美術展」公募展

関根　哲男 Sekine TETUO

1942年 満州生まれ、1965年 多摩美術大学油絵科卒業
主な出品は大地の芸術祭、水と土の芸術祭など。
個展を柏崎、東京などで今まで101回開催

田端　優子 Tabata YUKO

大阪市生まれ、武蔵野美術大学大学院彫刻家卒業
1986年より毎年個展を中心に発表
2022年 游文舎にて個展

井上　智子 Inoue TOMOKO

長野県出身、上越市在住
個展、グループ展（大地の芸術祭・雪アート、
ギャラリー湯山企画展、JAALA国際展・国内展、
上越美術協会展他）

杉崎　那朗 Sugisaki TOMOROU

（株）難波製作所勤務。国展、県展を含む公募展で受賞多数
鉄を溶接して作品を制作。
工業的な技術と、造形的な感覚との融合が今年の目標です。

茅原登喜子 Chihara TOKIKO

新潟市生まれ、在住
田中屋画廊（青森）、ai gallery、エムスタジオ、
游文舎（以上新潟）などで個展。
2009年より雪アート・新潟ユニットに参加。丹羽　洋子Niwa YOKO

ダンサー　クラシックバレエを経てコンテンポラリーダンスへ。
2007年頃より主に自作のソロを踊る。

深澤三枝子Fukazawa MIEKO

横浜育ち、新潟の栃尾に移住して26年。
野菜を作りながら、自然と人間の在り方を考える。
東京展会員、新潟県展無鑑査、個展・グループ展出品

遊 観 遊 音 YUKAN YUNON

そこにあるものを受け取り、そこから生まれるものを音にする。
それは自分の内側にあるものとの対話であり、自然の一部に還る時間です。
三者三様の私達が互いに作用し合って生まれる、
一期一会の音をお聴き下さい。

星野　健司 Hoshino KENJI

1951年 新潟生まれ
1971年頃より鉄を素材として彫刻を造り始める。
現在まで一貫して鉄彫刻を造り続けている。
その造形技法を『溶接鍛造技法』と名付ける。

（古田木綿子、権藤真弓、眞山有希）
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